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第２問 問３c化学基礎

与えられた情報を整理して、化学反応の量的関係をもとに正しく計算する問題

2024年度大学入学共通テスト
「化学基礎」
受験者数： 92,894人
平均点： ２7.31点
標準偏差： １０.75

【出典】 問題は2024年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和６年度大学入学共通テスト 実施結果の概要」（2024年2月5日報道発表）より。
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サバティエ反応で得られるH2Oの質量について、与えられた情報を整理し
て、物質量と化学反応式の関係に関する知識を踏まえて求める問題でした。
宇宙ステーションの空気制御システムは受験生にとって見慣れない題材で
あり、問題文や図から必要な情報を読み取る力が求められました。そのうえ
で、O2の質量と与えられた二つの化学反応式をもとに、「化学反応式の係
数の比が物質量の比を表している」という化学基礎の知識と関連づけて正
しく計算する必要がありました。

問題文や図、グラフから与えられた情報と、基礎的な知識を関連づけて計
算する問題は、化学基礎の受験生が苦手とする傾向があります。一方で、化
学反応の量的関係を扱う問題は頻出で、質量や物質量、濃度などを計算に
よって導く力は必要な技能となります。まずは、基本的な計算問題の演習を
とおして、化学反応に関与する物質とその量的関係に関する理解を定着さ
せることが有効だと考えます。さらに、問題文や図、グラフから解答に必要な
情報・データを読み取る力を身につけさせることも重要です。2年生のうち
から、見慣れない題材を扱った問題や、過去の共通テストの問題、およびそ
の類題などに取り組むといった、段階を踏んだ演習がご指導の一例として
考えられます。

第１問 問９化学基礎

与えられた情報を整理して、化学反応の量的関係をもとに正しく計算する問題

教材のご紹介

出 題 の 特 徴

2025共通テストに向けて

第２問 問３c
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定価（税込み）
520円※１／5７0円※２

※１ 2024年３月２９日ご注文受付分の価格です。
※２ 2024年４月１日以降のご注文受付分の価格です。

実験手順から必要な情報を読み取り、化学反応の量的関係をもとに正しく計算する問題

解答解説

教材のご紹介… 「進研WINSTEP 化学基礎［新課程版］」

「2025共通テスト対策【実力完成】直前演習 化学基礎」（2024年6月発刊）

共通テストで必要な知識・技能を習得し、３年生２学期からの本格的な実戦演習へ

解答に必要な知識や考え方

をわかりやすく解説

ユニット2 章末問題

https://www.learn-s.co.jp/edu/g/g44B25/
https://www.learn-s.co.jp/edu/g/g64621/

